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2．2刈払機の選定

作業は適した接種を選択してください。

○エンジン擁徽章

●一触的な草刈り（豊兼用）の楊合：2敏鳩以下

・蓉刈り、竹、かん木等の

刈払い（林業用）の場合：25cc以上．
（機軸こより精義層も牧c旗下も有ります．）

営規場lこ合った仕繍

農業用
軽さを重視

構築用
強度と耐久桂を重視

樹膳製　　　　　　アルミタイキャスト
クラヅチハウジング　クラッチハウジング

暮ハンドルのタイプ

●両手ハンドル………・……‥田んぼの畔刈りなど、局部こ陣容物が少ない現場

ルーブハンドル………・・…‥斜面と平地の両方がある現縄

・ツーグリップ………………・傾斜地や障害物が多く操作が制限される現場

○スロットルレ′を－のタイプ

セーフティアクセル

刈払作業中の転倒などによる刈刃接触事故

を防止するため、ハンドルから手離すと同時

に動力が切れる（アイドリング状厳に戻る〉安

全裳電（セーフティレバー）を祭儀したスロット

ルレバーです。

○購掛′くンド（ハーネス）

肩掛′くンドは緊急離脱機構付きを選択。

精の片偶に掛ける

ストラップタイプ

高原から吊るす

ハーネスタイプ

セーフティレバーを握ら　セーフティレバーから手
ない限り、スロットルレ　を放すと、アイドリング状
バーが操佑できない。　態に戻る。

刈払機の重さを粛じさせないクッション性が高い

スペシャルハーネスタイプ　ワイドパットスタイプ

緊急離脱機構　　　　　　緊急離脱機構 緊急離脱機構　　　緊急機脱機構
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2．2刈払態の選定

（1）刈刃選定の目安

刈刃は形状や厚さおよび材質などが其なりますが、大郷すると金員刃と樹脂製のナイロンカッタとなります

刈り取る状況に合った刈刃を選択します．

刈刃の種類と作某場所

刈刃 �芝革 �柔らかい 経書 �一般雑事／牧草 ��まばらな 厳 �密生して いる叢 �木、枝 
まばら �密生 

揺動式刈刃 （上刃“下刃’義 � � � � � � � 

誌イン： � � � � � � � 
8枚刃 　種 � � � � � � � 

蓄態 � � � � � � � 
誌糠 � � � � � � � 

誌鶉 � � � � � � � 
注）土龍区分はあくまでも目安です。詳細は各刈刃に館競してある週間こ従ってください。
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5．1刈払綾の操作

（3）刈鯨について

刈晴は約1．5mを目安にして、ほぼ中

央に立ち、右から左へ刈る。

＿＿聾＿ユ刈 

一一一一一〇一輸l一　一〇〇一 

斜面の場合
・刈幅の中央よりやや斜面下方に立ち、右か

ら左に2－3回に分けて刈払いする。
・対象物を斜面下方に倒しながら進行。

刃傾斜亀は、5－10度傾ける。

地表

（4）ノコ刃でかん木等を切る楊合

刃の前方左側30－45度の部分を当てて、ゆっく拘り込みます。

蔭．．．。．．蝿 
巧守r寡言職一沌ご轄一㌔∴ 
譲＼　　　●－ 
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5、1刈払機の線棒

（5）作業委曽削こついて

操作は、ゆとりの概安定した賛美で行ってくださいリズ誠ルな鵡僻で連続的な作業が、身体も素で安全

です。

（6）足の運びについて

刈払中の足の移動は、足の位轟が刈刃に近寄らないよう青に注意します。

重要⑱eミ田重り
右足から刈払われた分

重要塾も義塾参だけスリ足で進行。

脆さ注意
・作業地内にある洋右など、不安定なものの上を

歩かない。
・雨中の歩行、湿っている場所での歩行は、滑らな

いよう充分に注意。
・滑り止め用具（スパイクやスパイク付きじか足袋）

を必ず着用。

移動方向の足から、スリ

足で小きざみに移動。
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